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実施の背景

リビングロボットは、「⼈とロボットが共に⽣きる」というコンセプトのもと、⼈の⽣活に寄り添うロ

ボットの開発・研究を⾏っています。

2021年から教育⽤プログラミングロボット「あるくメカトロウィーゴ」をプログラミング学習のパート

ナーとして販売し、多くの⽅に利⽤されています。

さらに、超⾼齢社会によって起こる医療・介護従事者の負担軽減と⾼齢者のQOL/ADL向上を⽬指して、

⽣活サポート⽤パートナーロボット「⾒守りウィーゴ」の開発も進められています。

単なる製品道具としてのロボットではなく、⼈の⽣活に笑顔や活気を与えられ、より⼈が⼈らしく⽣き

られる存在のロボットの実現に向けて、この度福島県の公⽴岩瀬病院と協⼒し、実証実験の実施が実現

しました。
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公⽴岩瀬病院は150年の歴史を誇り、須賀川岩瀬地⽅で中核となる医療機関として地域に貢献してきまし

た。現在は、東⽇本⼤震災で被災した外来棟の新設、この地域で安⼼して産み育てるための周産期セン

ターの設置を終え、279床の病床を有する急性期病院として機能されています。

「患者さん中⼼の医療を実践し、地域の皆さんに信頼される病院を⽬指しています」という理念のもと

、患者さんの声を重視しながら様々な取り組みを⾏っています。最近では全国で4か所の電⼦処⽅箋モデ

ル地域にも選定され、本邦初の本格運⽤を開始するなど「医療DX」にも積極的に取り組んでいます。

実証実験の概要

■実証期間：

・2023年12⽉7⽇(⽊)〜1⽉下旬(予定)

■場所：

・公⽴岩瀬病院

■実験内容：

「⾒守りウィーゴ」のエンタメ機能やおしゃべり機能を活⽤して、⾼齢の患者さんの会話を促し、⼀緒

に体を動かしたり、ロボットが落語や漫才を披露したりすることで患者さんのADL/QOL向上を図ります

。

また、「⾒守りウィーゴ」に患者さんの話し相⼿や体操の先⽣になってもらう事で、スタッフの負担軽

減になる事も⽬指します。

 さらに、機器との連携によって⾼齢の患者さんの動きを察知し、ロボットを通じた遠隔通話など、病院

のスタッフと連携して⾼齢患者さんを安全に⾒守る機能も実証していきます。

(※1)クオリティ・オブ・ライフの略。ひとりひとりの⼈⽣の内容の質や社会的にみた『⽣活の質』のこ

とを指し、ある⼈がどれだけ⼈間らしい⽣活や⾃分らしい⽣活を送り、⼈⽣に幸福を⾒出しているか、

ということを尺度としてとらえる概念である。

(※2)アクティビティー・デイリー・リビングの略。⽇常⽣活を送るために最低限必要な⽇常的な動作で

、「起居動作・移乗・移動・⾷事・更⾐・排泄・⼊浴・整容」動作のこと。



リビングロボットについて

リビングロボットは、⼈とロボットが共に⽣き、成⻑する社会の実現をめざして、パートナーロボット

および関連技術の開発をおこなうテクノロジー企業です。プログラミング教育における「あるくメカト

ロウィーゴ」の活⽤をはじめ、さまざま分野での社会実装への取り組み、国内外の技術系イベントにお

ける製品の出展など、事業の拡⼤と社会貢献をすすめています。
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